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1 )側鎖にアルコールを有するシクロプロピルスルフィド体( 1 、 2) を硝酸二アンモニウムセリウム (CAN) でー
電子酸化することにより、炭素三員環が位置選択的に開裂し、分子内水酸基が求核攻撃したタンデム型エーテル
環化反応が進行し、環状エーテル化合物 (3 、 4) の合成に成功した (eq. 1 )。さらに本反応を光学活性なシク
ロプロピルスルフィド体 (5 )に対して行うことにより、本反応が求核種と三員還の関裂が協奏的に進行する
SN 2 型の反応であることを明らかにした (eq. 2) 。
HO吋々;よh CAN (σγPh (eq. 1) 
1: 0 = 3 
2: 0=4 
3: 0 = 1 
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2) 三員環の関裂により生じる炭素三員環上の二箇所の反応中心を有効利用した反応として、新たにアルコール側鎖










プロピルスルフィド体 (11) を用いることにより、三員環の不斉を高度に保持したスピロ [4.6J ウンデカン体
(12) の合成に成功した。
11 12 
4) オレフィン上にアリール基が置換した基質 (13) に対し、酸化力の弱いアミニウムラジカルを用いると三員環の
開裂に伴い [3 + 2 J 環化反応が進行し、ジキナン型環化体 (14) を与えることを見出した。本反応は触媒量の
酸化剤で反応が進行することから、基質がー電子酸化とー電子還元を受ける連鎖反応で進行することを見出した。
cat. (p-BrC6H4)JNSbCI6 σコ:;h












討することにより 13 + 2 J 環化反応によるジキナン骨格の新規構築法も開発した。
以上の成果は、薬学博士論文として価値あるものと認める。
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